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は　じ　め　に

本県では、食品の安全性確保の観点から県内で流

通している農産物中の残留農薬検査を実施している

が、1999 年度～2001 年度分の結果を報告する。

試料及び検査方法

１ 試料

1 9 9 9 年度～2001 年度に県食品衛生監視機動班

及び他の行政機関が収去した農産物89 検体を試料

とした。

２ 検査方法

原則として食品衛生法の告示分析法に準じた大分

県検査実施標準作業書（一斉分析法）で行った。

３ 検査対象農薬

3 .1 有機りん系農薬（30 項目）

ダイアジノン、サリチオン、ピリミホスメチル、

クロルピリホス、フェンチオン、プロチオホス、メ

チルパラチオン、パラチオン、ホスチアゼート、エ

ディフェンホス、ＥＰＮ、ピラクロホス、エトプロ

ホス、チオメトン、エトリムホス、イプロベンホス、

ジメトエート、キナルホス、フェントエート、フェ

ニトロチオン、メチダチオン、ブタミホス、フェン

スルホチオン、ホサロン、カズサホス、テルブホス、

トルクロホスメチル、ジメチルビンホス、マラチオ

ン、クロルフェンビンホス、（検出限界＝0.01ppm）

3 .2 含窒素系農薬（21 項目）

イソプロカルブ、アラクロール、エスプロカルブ、

チオベンカルブ、メトラクロール、ジエトフェンカ

ルブ、ペンディメタリン、ジメピペレート、パクロ

ブトラゾール、フルトラニル、プレチラクロール、

ピリミノバックメチル、メプロニル、レナシル、テ

ニルクロール、テブフェンピラド、メフェナセット、

ピリプロキシフェン、フェナリモル、ビテルタノー

ル、（以上、検出限界＝0 .0 1 ppm）、プロベナゾー

ル、（検出限界＝0.04ppm）

3 .3 ピレスロイド系農薬（10 項目）

アクリナトリン、ペルメトリン、シフルトリン、

フルシトリネート、フェンバレレート、デルタメト

リン、シハロトリン、シペルメトリン、フルバリネ

ート、トラロメトリン、(検出限界＝0.01ppm）

結　　　　　果

１　検査対象農産物

検査対象とした農産物90 検体の内訳は、表１に

示すように国産品が 4 0、輸入品が 4 9 であった。

品目別では、野菜類47、果実類42 となっている。

２　検出農薬と農産物

今回検査対象とした農薬のうち、表2 に示す１１

種類が検出された。食品衛生法の残留基準が設定さ

れている農薬では、有機りん系殺虫剤のクロルピリ

ホス、プロチオホス、ホスチアゼートやピレスロイ

ド系殺虫剤のペルメトリン、フェンバレレート、シ

ペルメトリン及び含窒素系殺虫剤のピリプロキシフ

ェン、フェナリモルが検出されたが、基準値に比較

して低濃度だった。

食品衛生法上の残留基準が設定されていない農薬

では、チンゲンサイから有機りん系殺虫剤のEPN

が検出されたが、アブラナ科野菜の残留基準値の

農産物中の残留農薬について

岡本盛義，金並和重*1，樋田俊英，曽根聡子，立花敏弘，森崎澄江，濱内正博

Pesticide Residue Survey of Agricultural Commodities in Oita Prefecture

Mor iyosh i Okamoto ,  Kazush ige  Kinnami，Tosh ih ide  Hida  ,  Sa toko Sone ,

Tosh ih ir o  Tach ibana ,Sumie  Mor isaki,  Masah ir o  Hamauch i

＊１　大分県生活環境部環境管理課
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0 .1ppmを超えた。

参　考　文　献

１）食品、添加物等の規格基準（厚生省告示第

370 号）
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表１　検査対象農産物 

野
　
菜
　
類 

果
　
実
　
類 

 

農産物名 

 

ブロッコリー 

アスパラガス 

キャベツ 

はくさい 

チンゲンサイ 

きゅうり 

青ジソ 

ねぎ 

グリーンピース 

にら 

ピーマン 

トマト 

なす 

カボチャ 

赤パプリカ 

ぽんかん 

みかん 

ぶどう 

オレンジ 

レモン 

グレープフルーツ 

スウィーティ 

バナナ 

キウイ 

パイナップル 

いちご 

びわ 

パパイヤ 

メロン 

梨 

アボガド 

クレメンタイン 

アメリカンチェリー 

カボス 

　　　　計 

 

国産 
 

 

１ 

６ 

２ 

２ 

２ 

１ 

４ 

 

５ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

１ 

１ 

 

 

３ 

 

 

 

２ 

40

 

輸入 
 

11  

１ 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

１ 

 

２ 

1  

 

 

１ 

２ 

４ 

９ 

２ 

６ 

１ 

１ 

 

 

１ 

１ 

 

２ 

１ 

１ 

 

49

 

総数 
 

11  

２ 

６ 

２ 

２ 

２ 

１ 

４ 

１ 

５ 

２ 

３ 

３ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

４ 

９ 

２ 

６ 

２ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

２ 

１ 

１ 

２ 

89

 

有機りん系 
 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

1 2

 

ピレスロイ

ド系 

 

 

 

 

 

１ 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

６ 

 

含窒素系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

４ 

 

計 
 

 

 

 

 

１ 

２ 

 

１ 

 

２ 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

２ 

４ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

１ 

 

2 2

検　体　数 農薬系統別検出数 
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表２ 農薬が検出された農産物及び検出状況 

農薬名 

ホスチアゼート 

マラチオン 

クロルピリホス 
 

プロチオホス 

EPN 

メチダチオン 

ペルメトリン 

シペルメトリン 
 

フェンバレレート 

ピリプロキシフェン 

フェナリモル 

 

農産物 

きゅうり 

グレープフルーツ 

バナナ 

レモン 

グレープフルーツ 

チンゲンサイ 

梨 

きゅうり 

ネギ 

ニラ 

梨 

グレープフルーツ 

アメリカンチェリー 

赤パプリカ 

　　検出濃度(ppm) 

0 .0 2  

0 .0 8  

0 .0 1～0 .03  

0 .0 3～0 .14  

0 .0 3  

0 .1 5  

0 .0 2  

0 .0 2  

0 .2 9  

0 .0 4～0 .06  

0 .0 2～0 .05  

0 .0 1～0 .02  

0 .0 5  

0 .1 3

検出割合 

1 /2  

1 /9  

4 /6  

2 /4  

1 /9  

1 /2  

2 /3  

1 /2  

1 /4  

2 /5  

2 /3  

2 /9  

1 /1  

1 /1

残留基準値(ppm) 

0 .2  

4 .0  

0 .5  

0 .3  

0 .1  

－ 

－ 

0 .5  

5 .0  

6 .0  

2 .0  

0 .5  

1  

0 .5

（注）１　「　－　」は基準値が設定されていない。 
　　　２　残留基準値は平成１３年４月１日現在 
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は　じ　め　に

2 0 0 1 年度に県下５ブロックの食品衛生監視機動

班及び他の行政機関が、年間計画に基づいて収去し

た食品の理化学検査結果について報告する。

試料は、2001 年４月から2002 年３月の間に収

去した食品18 0 件で、食品衛生法で定められた方

法に準拠した大分県検査実施標準作業書に基づき検

査を行った。

結　　　　果

食品の理化学検査結果を表１に示す。

県産の食肉、鶏肉、鶏卵、輸入エビ、輸入食肉併

せて50 検体中の合成抗菌剤については、すべての

検体で検出されなかった。県産養殖魚10 検体中の

抗生物質については一部検出されたが、基準値以下

であった。

県産天然魚10 検体中の有機スズ化合物について

は、すべての検体で検出されなかった。

県産の漬物等の合成保存料及び合成甘味料につい

ては、ソルビン酸とサッカリンナトリウムが検出さ

れたが、すべて基準値以下であった。

残留農薬については基準値を超えるものはなかっ

たが、県産野菜では20 検体のうち1 検体でピレス

ロイド系農薬、３検体で有機リン系農薬を検出し、

輸入野菜、果実では10 検体のうち２検体で有機リ

ン系、２検体で有機窒素系の農薬を検出した。
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食品の理化学検査結果について（2001 年度）

岡本盛義　樋田俊英　立花敏弘　森崎澄江　曽根聡子　濱内正博
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表１　2001年度食品の理化学検査結果   　 

 検査の項目 

  

 

合成抗菌剤　 

 

 

抗生物質 

有機スズ化合物 

合成保存料 合成甘味料 亜硝酸根 

合成保存料 
合成甘味料 

 

 

残留農薬 

 

 

成分規格 
 

ヒスタミン 

 検 体 名 

県産食肉 

県産鶏肉 

県産鶏卵・液卵 

輸入エビ 

輸入食肉 

県産養殖魚 

県産天然魚 

県産食肉 

魚肉ねり製品 

漬物 

 

県産野菜・果実 

 

輸入野菜・果実 
 

県産ミネラルウォーター 

牛乳・加工乳 

魚介類 

計 

検体数 

10  

10  

1 0  

1 0  

1 0  

1 0  

1 0  

1 0  

1 0  

1 0  

1 8  

1  

1  

9  

1  

1 0  

2 0  

2 0  

1 80

成分数 

 

 

1 4  

 

 

3  

3  

5  

4  
 

6 1  

2 0  

3 1  

6 1  

2 4  

4  
 

1  

9 1

総成分数 

140  

140  

140  

140  

140  

30  

3 0  

5 0  

4 0  

4 0  

1 ,0 98  

2 0  

3 1  

5 49  

2 4  

4 0  

8 0  

2 0  

2 ,7 52

違反数 

0  

0  

0  

0  

0  

0  

     - 

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

0  

     - 

0

結　果　の　概　要 

 

 

すべてＮ．Ｄ． 

 

 

すべて基準値以下（ＯＴＣ2検体:0 .11 ,0 .1 8）　　 

基準値なし　すべてＮ．Ｄ. 

すべて基準値以下（亜硝酸根3検体:0 .017～0 .019ｇ/kｇ） 

すべて基準値以下（サッカリンＮａ １検体:0.29ｇ/kｇ　ソルビン酸８検体:0.21ｇ/kｇ～0.88ｇ/kｇ　） 

すべて基準値以下（サッカリンＮａ　4検体：0.45～1.19ｇ/kｇ　　ソルビン酸　５検体：0.47ｇ/kｇ～1.35ｇ/kｇ）

すべて基準値以下 

有機リン系（メチダチオン：２検体　0.02 ,0 .0 2　EPN：１検体　0.15）

ピレスロイド系　（フェンバレレート：１検体　0.05）　　 

すべて基準値以下　有機リン系（クロルピリホス　２検体：0.03 ,0 .1 4）

有機窒素系（フェナリモル　2検体：0.05 ,0 .1 3） 

すべてN.D.  

すべて基準に合致 

基準なし　1検体36mg％ 

 

（注）　１　結果の概要欄の単位はppm 　２　成分数の合計欄は実成分数を計上　３　「N.D.」はＧＬＰの検出下限値未満　   
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は　じ　め　に

2 0 0 1 年度の厚生労働省委託による感染症流行予

測事業として、新型インフルエンザウイルスの出現

を想定した感染源調査、日本脳炎感染源調査を行っ

たので、その概要を報告する。

材料及び方法

検査材料は2001 年度感染症流行予測調査実施要

領により採取した。検査方法は伝染病流行予測調査

検査術式(昭和61 年 5 月、一部改正平成7 年5 月)

に従って行った。

結果及び考察

１　新型インフルエンザウイルスの出現を想定した

感染源調査

2 0 0 1 年 7 月～9 月に、豚80 頭から血液を採取

し、A/HK/9 -1 -1 (H5N1 )、A/HK/1073 /9 9 (H9N2 )

及びA/tu r key/Wis /6 6 (H9N2 )を抗原に用いて、イ

ンフルエンザウイルスに対するHI抗体保有状況を

調査した。いずれの抗原に対しても、ＨＩ抗体を保

有する豚はいなかった。今回の抗原を有するインフ

ルエンザウイルスの流行は確認されなかったが、新

型ウイルスの出現に対処するため今後とも監視を続

けることが重要である。

２　日本脳炎感染源調査

2 0 0 1 年 6 月中旬から9 月中旬まで、各旬20 頭

ずつ計20 0 頭のと畜場に搬入されたブタの日本脳

炎HI抗体を測定した（表1）。最初にHI抗体保有

豚が検出されたのは 6 月 2 0 日で例年より早かっ

た。その後、8 月10 日まで抗体が検出されなかっ

たが、8 月22 日に日本脳炎汚染地区の判定基準で

あるHI抗体保有率が50%を超え、例年と同時期で

あった。ブタのHI抗体保有率が100%に達したの

は8 月31 日で例年より早く、日本脳炎ウイルスが

短期間に県内に広がったことが推定された。日本脳

炎患者の報告はなかった。

感染症流行予測調査について（2001 年度）

小河正雄、吉用省三、塚本伸哉、小野哲郎

Surve illa n ce  o f Va ccin e -p r even ta b le  Disea se s ,  2 0 0 1

Masao Ogawa ,  Shozo Yosh imoch i,  Sh inya  Tsukamoto ,Tetsu ro  Ono

表１　日本脳炎感染源調査（2001年） 

 
採血月日 
 
６月20日 
６月29日 
７月11日 
７月18日 
８月１日 
８月10日 
８月22日 
８月31日 
９月７日 
９月19日 

 
検査頭数 
 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20

 
 

〈10 
18 
20 
20 
20 
20 
16 
8 
 

20 
3

 
 

10

 
 

20 
1 
 
 
 
 
2

 
 

40 
 
 
 
 
 
1

 
 

80 
 
 
 
 
 
 
 
1

 
 

160 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

 
 

320 
1 
 
 
 
 
1 
3 
6 
 
7

 
 

640≦ 
 
 
 
 
 
 
9 
13 
 
8

抗体陽性率 
（％）  

10.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
20.0 
60.0 
100.0 
0.0 
85.0

2ME感受性 
抗体保有率 
（％） 
 
 
 
 
 

100.0 
66.7 
25.0 
 
11.8

ＨＩ抗体価 



｜ 64 ｜

は　じ　め　に

我々は、感染症の予防および感染症の患者に対す

る医療に関する法律に係わる感染症発生動向調査事

業に基づき病原体の検索及びその動態などについて

調査を行っている１）。200 1 年は県内の11 医療機

関から延べ3 9 4 人、4 0 8 検体の検査依頼があり、

エンテロウイルスを中心に71 株のウイルス、クラ

ミジアを分離同定した。以下、その結果について報

告する。

検　査　方　法

ウイルス検索は医療機関より提出された咽頭拭い

液、咽頭うがい液、糞便、尿などを対象に、HEp-

2、BS-C-1、Ver o、CaCo-2、MDCKの5 種細胞

を併用し、細胞変性効果を指標に２代まで継代培養

を行った。分離ウイルスの同定にはエコーウイルス

抗血清（EP95）およびデンカ生研製エンテロウイ

ルス抗血清並びに各単味抗血清による中和試験で行

った。コクサッキーA群ウイルスの検出には、生

後１2 ～24 時間令の哺乳マウスも使用し、同定に

は自家製のコクサッキーA群ウイルスに対する抗

血清を用いた補体結合反応試験で行った。ロタウイ

ルスの検出にはロタ - アデノドライ ( O r i o n

Dia gn o s t ica 社製)を使用し、クラミジアの検出に

はトリニテイバイオテック社製の検出キットと

PCR法２）を用い、クラミジア抗体の検出はデンカ

生研社製のセルタイト｢生研｣トラコ－マ-ＩＰのト

ラコーマスライドを利用し、間接蛍光抗体法で行っ

た。

結　　　　　果

2001 年は408 件の検査依頼があり、分離・同定

した病原体および抗体は71 株であった（Table .１，

２）。

夏かぜの代表的な疾患であるヘルパンギーナは、

過去6 年間で最も患者数の少ない年であったが、患

者からコクサッキーウイルスＡ4 型が2 株とＡ６型

が1 株、Ｂ3 型が1 株検出された（Tab le .１）。毎

年、夏から秋に流行し約5 年ごとに大きな流行がみ

られている手足口病は過去6 年で最も患者数の多い

年であったが、全国的に多く分離されたコクサッキ

ーウイルスＡ１６が本県では1 株しか検出されなか

った（Table .１）。年間を通じて患者の多い感染性

胃腸炎は昨年に続き大きな流行がみられたが、患者

からはアデノウイルス2 型を1 株、5 型を1 株、Ａ

群ロタウイルスを2 株検出した（Table .１）。毎年

夏季に流行のみられる無菌性髄膜炎の流行は小さ

く、全国的にはエコーウイルス11 型とコクサッキ

ーウイルスＢ５型が多く分離されたが、本県ではコ

クサッキーウイルスＢ3 型が2 株、エコーウイルス

１１型が5 株、18 型が１株検出された（Table .１，

２）。咽頭炎、扁桃腺炎などの呼吸器系疾患からは

アデノウイルス 2 型と 3 型が多く検出された

（Tab le .１，２）。インフルエンザの流行状況は例

年と大きく異なり、2001 年の第4 週頃から始まり

第22 週にはほぼ終息し、過去6 年間では最も患者

数の少ない年であった。インフルエンザ患者からは

A(H1 )型とA(H3 )型及びＢ型が検出され、3 種の混

合流行であった（Table .１，２）。尚、学校等にお

ける集団発生事例も極少数に留まった。

Chlamydia  tr a choma tis  (Ch .T)感染が疑われる

産婦人科受診者44 名から検出キットとPCR 法に

より11 株（25 ％）のCh .T が検出され、1 名から
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活動性感染を示す抗体が検出された（Ta b le .１，

２）。この検出率は例年と同じで、大分地域におい

てはCh.T の感染機会が依然として高い水準にある

といえる。

ま　　と　　め

2001 年の感染症発生動向調査事業では、408 検

体より71 株のウイルス、クラミジアを分離同定し

た。本年は手足口病の患者数が過去6 年では最も多

く報告されたが、ウイルスは1 株分離されたのみで

あった。本年は例年比較的大きな流行がみられるヘ

ルパンギーナ、無菌性髄膜炎等の流行もなく、イン

フルエンザも過去に比して最も小規模な流行に留ま

り、ウイルス活動の低い年であった。

Table.1  Isolation of viruses from human, by clinical condition (2001)　          
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は　じ　め　に

前回の報告1)̃ 8 )に引き続き、大分県の主に小児

における細菌性散発下痢症の2001 年の動向を報告

する。

材料及び方法

2 0 0 1 年 1 月から同年12 月末までに、県内の医

療機関において細菌性下痢症が疑われた患者便につ

いて細菌学的検索を実施した。検索方法の詳細は前

回の報告4 －8 )のとおりであるが、下痢原性大腸菌

（ベロ毒素産生性大腸菌、毒素原性大腸菌、腸管組

織侵入性大腸菌）の検索には、スクリーニングとし

てPCR法9,10 )を用いた。

なお、1 つの検体から分離された菌について菌種

及び血清型が同一の菌は「1 株」と集計した。複数

の菌種もしくは血清型の菌が1 つの検体から分離さ

れた場合は、それぞれの菌種あるいは血清型ごとに

「1 株」と集計した。「検出率」とは検査検体数にお

ける菌陽性検体数（≒検出株数）の割合（％）とし

た。

結　　　　　果

１　検査した患者の構成

検体数は延べ 1 5 4 検体で、男性 8 1、女性 7 3

（男女比 1 .1 ：1）であった。検査した患者の年齢

分布を図1 に示す。

２　下痢症起因菌の検出状況

1 5 4 検体のうち97 検体(6 3 ％)から10 0 株の下

痢症起因菌を検出した。検出菌の内訳は、サルモネ

ラが最も多く38 株（検出率24 .7 ％）、次いで病原

血清型大腸菌（EPEC）20 株（13 ％）、カンピロ

バクター 1 7 株（1 1 ％）、黄色ブドウ球菌 9 株

（5 . 8 ％）、ベロ毒素産生性大腸菌（VTEC）8 株

（5 .2 ％）の順であった（図2）。他は、エロモナス

3 株（A. hydroph ila 1 ,  A.  sobr ia 2）、毒素原性

大腸菌（ETEC） 2 株、腸炎ビブリオ（Ｏ3 ：Ｋ6）

1 株、NAGビブリオ1 株、Y.  en te r oco litica 1 株

であった。

黄色ブドウ球菌9 株のうちコアグラーゼ型は、Ⅱ

型、Ⅲ型及びⅦ型が各2 株、Ⅰ型、Ⅳ型及び型別不

能が各1 株であった。エンテロトキシンについては、

Ｃ産生が2 株、A・Ｂ両産生が1 株、残り6 株はエ

ンテロトキシンＡ～Ｄ非産生であった。

複数菌検出例は3 検体あり、その組合せは、A.

hyd r oph ila とA.  sob r ia、サルモネラと黄色ブド

ウ球菌、黄色ブドウ球菌とEPECであった。

2.1 サルモネラ

サルモネラは、15 種類の血清型が計38 株検出

された。最もよく検出された血清型はEn te r it id is

（S E）（1 3 株）であった。SE は、1 9 9 6 年から

2000 年までの5 年間連続でサルモネラ検出菌株数

の半数以上を占めていた3)̃ 8 ) が、今回はその比率

を34 .2 ％に減じた。次いでTyph imu r ium が4 株

(1 0 . 5 ％)であった。残り 2 1 株の血清型内訳は、

Agon a  4 株､ S a in tp a u l 3 株 、Vir ch ow 2 株、

Corva lis  2 株、 Typh i、Sch le is shem、In fan tis、

Tennessee、Miyazaki、Champa ign  が各1 株で、

血清型不詳が4 株（Ｏ4 群2 株、Ｏ7 群とＯ9 群が

各１株）であった。

2.2 下痢原性大腸菌

EPEC は、8 種類の血清型が計2 0 株検出され、

最も多かったのがO1 で10 株(50 ％)、次いでO18

が3 株(1 5 ％)であった。他はＯ26 が2 株(1 0 ％)、

Ｏ44、Ｏ55、O86 a、O12 6、Ｏ146 が各１株で

大分県における細菌性下痢症サーベイランスの動向（2001 年）
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あった。

VTECは2 種類の血清型が計8 株検出された。血

清型O157 :H7 は7 株検出され、そのベロ毒素(VT)

産生タイプをみると、VT1 及びVT2 両産生が3 株、

VT1 単独産生が1 株、VT2 単独産生が3 株であっ

た。（ただし、VT2 単独産生株は同一人から一週間

内に２回検出された。）もう１種類はＯ1 6 5 ：Ｈ

NM（VT2 産生）１株であった。

ETEC は、O25 ：HNM（ST 産生）とO169 ：

H41（ST 産生）が各1 株検出された。

３　年令別検出状況及び男女別検出状況

年齢別の菌の検出状況を表1 に示した。サルモネ

ラはすべての年齢層から検出されている。カンピロ

バクターは 1 4 才以下の年齢層から検出された。

EPECはすべての年齢層から検出された。VTECは

14 才以下の年齢層から5 例、15 才以上から3 例検

出された。

サルモネラは、男性20 例と女性18 例から検出

され、その比率は全検体の男女比とほぼ同じであっ

た。一方、VTECは男3 例と女5 例から検出された

が、男性の1 例は同一人を２回検査していたので、

実際は男性2 例と女性5 例（男女比1 ：2 .5）であ

った。

４　季節別検出状況

月別検出状況を表２に示した。前回までの報告
1 －8 )でも示したように、全体的に夏場の検出数が

多いことに変わりはない。サルモネラは1 年を通じ

て検出され、特に6 月から10 月にかけて多く検出

された。カンピロバクター検出率は5 月（2 0 ％）

と9 月（35 .7 ％）に高い傾向があった。EPECは、

1 年を通じて検出された。VTECは7 月から9 月に

集中した。
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表１　年齢層別菌検出状況（2001年） 
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表2  月別菌検出状況(2001年)               
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は　じ　め　に

年間収去計画に基づいて収去した2001 年度の食

品の微生物学的検査成績について報告する。

材料および方法

2 0 0 1 年4 月から200 2 年3 月の間、県下5 ブロ

ックの食品衛生監視機動班が収去した食品11 5 件

について微生物学的検査を行った。

規格基準のある食品については、食品衛生法で定

められた方法により、規格基準のない食品及び抗生

物質については、大分県検査実施標準作業書に基づ

いて検査した。

結　　　　果

表１に示すとおり、 1 5 0 検体中 1 5 検体

（10 .0 ％）が微生物学的検査において不適合であっ

た。

なお、分離されたV.choler a e non  O1 について

はコレラ毒素産生試験を実施したが、いずれの株も

コレラ毒素は産生しなかった。また、全ての

V.cho le r a e non  O1 はV.cho le r a e O13 9 の抗血

清にも凝集は認められなかった。

食品の微生物学的検査成績について（2001 年度）

緒方喜久代、成松浩志、阿部義昭、小河正雄、帆足喜久雄

Microb io logica l Examin a tion  o f Food s，2001

Kikuyo Oga ta，Hirosh i Na r ima tsu，Yosh iaki Abe，Masao Ogawa，Kikuo Hoash i

表１　食品の細菌検査成績（2001年度） 
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注１　Salmonella Typh imur ium 
注２　Campylobacter jejuni
注３　VTEC(OUT:H―, VT2産生) 
注４　Staphylococcus aureusu（コアグラーゼUT、エンテトトキシンA～D非産生） 
注５　Salmonella En ter itid is (O9 :g,m:-) 
注６　Vibrio cholerae non  O1 ,  Vibrio parahaemolyticus, Vibrio fluvialis
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は　じ　め　に

下痢症患者便や食中毒原因食品(推定を含む)など

の検査材料から下痢症起因菌を検出する方法とし

て、選択分離培地と選択増菌培地の併用が一般的で

ある。近年、PCR法やビーズ法など精度や感度を

上げる手法が開発され、従来の検査方法に加えて用

いられる場合が多い１,２）。これまでに我々も、

PCR法３）を用いたスクリーニング法が下痢症起因

菌を検索する上で有用であることを報告してきた
４）。

今回、従来からの検査方法では下痢起因菌を検出

することができず、従来の検査方法にPCR法やビ

ーズ法などを組み合わせることにより、下痢症起因

菌を検出し得た事例を経験したので報告する。

【事例１】

発生月日：2001 年1 月24 日

発生地域：三重保健所管内

検査材料：海外渡航者（バリ島）の下痢便　2 件

原因物質：Sh ige lla sonn e i（Ⅰ）、ETEC O27

（ST）、ETEC O1 5 9（LT）、ETEC

O126（ST）

検査方法および結果：糞便を1mlのPBS（－）に

混和し、均一な検体とした。洗い出し液を用いて選

択分離平板での直接培養、選択増菌培地での増菌培

養及びトリプトソイブロス（以下、TSB）での非

選択増菌培養を行った。菌の分離及び同定は常法に

従い実施した。PCR 法に用いるテンプレートは、

TSB培養液1mlを遠心分離で集菌し、煮沸法で抽

出して得た。下痢原性大腸菌及び赤痢菌ではVT、

ST、LT、invE の各遺伝子、コレラ菌ではCT 遺伝

子、腸炎ビブリオではLDH、TDH、TRHの各遺伝

子、サルモネラではinvA遺伝子、カンピロバクタ

ーではC. j 遺伝子をターゲットにPCR法による検

索を行った。増菌後のTSBからのPCRスクリーニ

ング法で下痢便1 件からST、LT、in vE 遺伝子の

保有が確認され、選択分離培地から S h ig e l l a

sonne i（Ⅰ）、ETEC O27（ST）、ETEC  O159

（LT）が検出された。また、もう1 件の下痢便から

は同法でST 遺伝子の保有が確認され、選択分離培

地からETEC  O126（ST）が検出された。

【事例2】

発生月日：2001 年7 月10 日～14 日

発生地域：日田玖珠保健所管内

検査材料：接触者検便13 件（家族）

原因物質：EHEC（O157 ：H7 VT1+ ２）

検査方法および結果：2 0 0 1 年 7 月 9 日のEHEC

患者発生に伴い、患者家族および濃厚接触した祖父

母などの接触者検便を実施した。通常、O157 の検

索にはCT-SMAC やクロモアガーO15 7 などの選

択分離平板による直接分離培養とTSBからのPCR

スクリーニング法を併用している。O157 検便にも

ビーズ法が有用であることはすでに報告されている

が５）、当該菌の菌量が少ないと思われる接触者検

便の場合、増菌培養後の培養液からビーズ法を行っ

てもO157 以外の雑菌の影響を受け、O157 を捕捉

できない場合がある。そこで、図1 に示すように従

来の検査方法に加えて、洗い出し液から直接ビーズ

法を行いその結果を表1 に示した。従来の検査方法

とビーズ法の結果が一致したものが2 件、従来の検

常法では下痢起因菌を検出し得なかった事例報告（第１報）

緒方喜久代、成松浩志、阿部義昭、帆足喜久雄

Repor t  on  th e  e t io logica l a gen ts  o f d ia r r h ea  u n ab le  to  d e tect  with  th e
s ta n da r d me thod s（Ⅰ）

Kikuyo Oga ta，Hirosh i Na r ima tsu，Yosh iaki Abe，Kikuo Hoash i
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査方法では検出できず、ビーズ法においてのみ検出

し得たものが1 件あった。

【事例3】

発生月日：2002 年3 月17 日

発生地域：大分市内

検査材料：患者便3 件（家族）

原因物質：Salmonella Hada r

（O8 ：Z10；enx）

概要：200 2 年3 月18 日、大分市内の医療機関よ

り食中毒（疑い）患者発生の届け出があった。主な

症状は発熱（39 . 2 ℃～4 0 ℃の高熱）と水様性下

痢（頻回）で、4 人家族のうち3 人に同様な症状が

認められた。摂食した共通食品はウズラの卵で、殻

から生で食する習慣がある。

検査方法および結果：臨床症状や摂取した食品か

ら、サルモネラ菌による下痢症が疑われたが、直接

分離培養では3 件ともサルモネラ属菌陰性で、選択

贈菌培養のセレナイトシスチンブイヨン（以下、

SC）から1 件のみ Salmonella Hada r を検出した。

TSBからのPCRスクリーニング法でも3 件ともサ

ルモネラ属菌陰性であった。治療済みの便であり、

菌量が検出限界以下になっていることも考えられた

ので、図2 に示すように培養後のTSBから適量を

SCに接種し、43 ℃16 時間培養後、選択分離平板

図１　検査フロー図
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での分離培養を行った。その結果、3 件すべてから

Salmonella Hada r を検出することができた。
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図２　検査フロー図
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は　じ　め　に

当センターでは、雨水の化学的性状を把握し酸性

雨発生機構解明の基礎資料を得るため、1985 年度

から継続して雨水成分調査を行っている。今回は、

2000 年度及び200 1 年度において県内の3 箇所で

行った調査(ろ過式)について、pHと雨水成分の状

況、成分沈着量の推移などの概略を報告する。

調　査　方　法

１　調査地点

①大分市：大分市芳河原台2-51

衛生環境研究センター

北緯　33 ゜17 ′　東経　131 ゜37 ′

標高　約20m

大分市は、約43 万9 千人の人口を抱える県下随

一の都市である。北部には臨海工業地帯（調査地点

から北北東に約10km）があり、鉄鋼や石油化学等

の工場が立地している。

衛生環境研究センターは、市の中心から南南西約

7 km に位置している。周囲は閑静な住宅地域で、

南方約1 km を交通量の多い国道1 0 号が通ってい

る。

②日田市：日田市大字有田字佐寺原

林業試験場

北緯　33 ゜32 ′　東経　130 ゜56 ′

標高　約159m

日田市は、周囲を標高1 , 0 0 0m 級の山々に囲ま

れた盆地に開けた都市である。市の北西約50kmに

福岡市があり、東北東約50kmには阿蘇山が座して

いる。

林業試験場は、市の中心から2km ほど離れた山

間部に位置している。周囲は山林に囲まれ、特に大

きなばい煙の発生源はない。

③久住町：直入郡久住町大字久住字拓木

国設大分久住酸性雨測定所

北緯　33 ゜02 ′　東経　131 ゜15 ′

標高　約560m

国設酸性雨測定所は阿蘇くじゅう国立公園内にあ

り、九州本土最高峰の久住山中岳の南面の麓に位置

している。久住山の北西斜面には硫黄山があり、少

量の硫黄性ガスを噴出している。測定所の周囲には

牧草地帯が広がり、キャンプ場などの保養施設があ

る。測定所から約30m南方に国道442 号が通って

いるが、交通量は多くない。

２　試料採取方法及び分析方法

国の酸性雨調査マニュアルに準じ、ろ過式採取装

置により月曜日の9 時を基準として1 週間ごとの雨

水を採取した。ただし、久住町は2 週間ごとに採取

した。

測定項目のうち、pH及び電気伝導率(EC)は、採

取した日にpH計及び電気伝導率計を用いて測定し

た。その他の項目(試料中のCl-、NO 3
-、SO 4

2 -、

NH4+、Ca 2+、Mg2+、K+、Na + 濃度)については、

試料を冷蔵保存した後にイオンクロマトグラフ法に

より分析を行った。

調　査　結　果

１　2000 年度及び2001 年度の状況(短期的評価)

(1 ) 降雨量について

2000 年度の降雨量は、表1 のとおりである。大

分市 1 , 3 1 3 m m、日田市 1 , 8 7 5 m m、久住町

1 , 8 5 2 mm であり総じて1 9 9 9 年度よりも減少し

大分県における雨水成分調査 (2000 －2001 年度)

仲摩　聰

Ion  Compon en ts  o f Ra inwa te r  in  Oita  P r e fectu r e ,  2 0 0 0 －2001

Sa tosh i Nakama
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た。続く2001 年度の降雨量は、大分市1,404mm、

日田市 1 , 8 2 2 mm、久住町 1 , 8 1 8 mm であり、

2000 年度とほぼ同じであった。

(2 ) pHについて

pHの加重年平均値(以下「年平均値」という。)

を表1 に示した。2000 年度の年平均値は、大分市

4 .6 0、日田市4 .8 2、久住町4 .7 7 であり、日田市

を除くと1999 年度よりもやや低下している。一方、

2001 年度のpHの年平均値は、大分市4.55、日田

市4.67、久住町4.70 であり2000 年度よりもやや

低下している。

1 週間降雨(久住町は2 週間)の測定値によるpH

の分布状況は、図1 のとおりである。大分市では、

年平均値である4 . 6 付近の降雨の頻度が高かった

が、2000 年度では4 .7 -5 .0 の範囲の降雨の頻度も

高かった。日田市でも、年平均値付近の降雨の頻度

が高かったが、2001 年度の測定では5 .0 -5 .3 の範
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図１　2001年度　雨水のpH分布 図２　2001年度　沈着量の等量比
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囲の降雨の頻度も高かった。久住町では、年平均値

である4.7 付近の降雨の頻度が高かった。

また、どの測定点でもpHが6 .0 以上の降雨が見

られた。その時期は主に2 月から6 月にかけてであ

り、Ca 2 + 濃度の上昇を伴うことが多いことから、

中国大陸から飛来してきた黄砂の影響を受けている

場合が多いと思われる。

なお、日田市では 2 0 0 1 年度の測定において、

pHが4 .0 未満の降雨が見られた。

(3 ) 成分沈着について

総沈着量については、測定地点により様子がかな

り異なっていた。大分市では、2 0 0 0 年度及び

200 1 年度にかけて、降水量が199 9 年度の約7 割

程度に減少したが、2000 年度の沈着量は1999 年

度とほぼ同じであった。続く 2 0 0 1 年度には、

19 9 9 年度の約6 割程度に減少した。日田市では、

降水量がともに1,800mm程度で平年並みであった

が、2000 年度では、沈着量が前年の2 倍程度に増

加した。続く2001 年度には、平年並みの水準に戻

った。久住町では、降水量、沈着量ともにそれほど

大きな変化は見られなかった(図3 参照) 。

成分ごとの沈着量についても、地域ごとにやや異

なる特徴を持っていた。大分市では、降雨量が少な

かったため各成分沈着量も減少した。日田市では、

Cl-の沈着量が多かったが、理由は不明である。久

住町では、200 0 年度の測定においてNH4+の割合

が多かった。これは、久住高原における畜産及び牧

草地への施肥による影響が考えられる(図4 参照)。

3 雨水pH及び成分沈着量の推移(長期的評価)

1989 年度からの経年変化を示す。

(1 ) pHについて

大分市では、1997 年度に極大値を記録するまで、

緩やかな上昇傾向が見られた。しかし、1999 年度

以降はやや下降している。日田市では、変動がやや

大きいが、1989 年度から2000 年度までは上昇傾

向が見られた。2001 年度は下降したが、これが降

下に転じる前兆であるのかどうか、注視したい。久

住町では、測定を開始した1994 年度から1997 年

度にかけてpHが5 付近まで上昇したが、その後は

下降している(図3、図4 参照)。

(2 ) 成分沈着について

総沈着量については、大分市では、1991 年度以

降減少傾向にあると見られる。日田市では、199 7

年度から1 9 9 9 年度までやや沈着量が少なかった

が、2000 年度は降水量にほとんど変化がなかった

にもかかわらず、大きく増加した。久住町では、他

の測定地点と比べると、沈着量の変化が降水量の挙

動と比較的一致している。これは、この地域の降水

量の多さや人為発生源(ただし、NH4+ は除く。)の

少なさなどと関係していると考えられる。

次に、成分ごとの沈着量については、NO3-は大

分市で他の地点より多いが、1994 年度以降減少し

てきている。これに対して、当センターにおける大

気中NO2濃度は微増傾向を示している。これにつ

いては、発生源等との関連で今後の検討課題とした

い。一方、日田市と久住町では 1 9 9 5 年度から

199 9 年度にかけて減少傾向にあったが、200 0 年

度を境にして増加傾向に転じている。

SO42 -は、大分市では1991 年度以降、減少傾向

にあると思われる。日田市では、年度ごとの変動が

見られるが1999 年度までは漸減傾向にあったと思

図３　雨水成分沈着量の経年変化（地点別）

■H+ 

■Ca2+
 

■Mg2+ 

■K+ 

■NH4+ 

■Na+ 

■SO42
- 

■NO3- 

■Cl-



｜ 78 ｜

大分県衛生環境研究センター年報　第29 号,  75 ～81（2001）資料

図４　雨水成分沈着量の経年変化（成分別）



｜ 79 ｜

われる。久住町では、はっきりとした傾向が現れて

いない。

NH4+は、久住町で沈着量が多い。これは、前述

のように久住高原における畜産及び牧草地への施肥

による影響が考えられる。

お　わ　り　に

本調査に当たり、試料採取及びEC､pHの測定に

ご協力をいただきました大分県林業試験場に深く感

謝いたします。
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表１　雨水pHの経年変化 

地点 
 

 

 

 

 

 

 

大分市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久住町 
 

 

 

 

年度 
 

1989  

1990  

1991  

1992  

1993  

1994  

1995  

1996  

1997  

1998  

1999  

2000  

2001  

1989  

1990  

1991  

1992  

1993  

1994  

1995  

1996  

1997  

1998  

1999  

2000  

2001  

1994  

1995  

1996  

1997  

1998  

1999  

2000  

2001  

 

平均値 

4 .50  

4 .5 7  

4 .4 2  

4 .5 7  

4 .7 5  

4 .4 7  

4 .6 8  

4 .5 9  

4 .8 1  

4 .6 4  

4 .7 2  

4 .6 0  

4 .5 5  

4 .4 5  

4 .5 5  

4 .5 9  

4 .5 1  

5 .0 6  

4 .7 6  

4 .7 6  

4 .5 9  

4 .9 0  

4 .6 8  

4 .8 1  

4 .8 2  

4 .6 7  

4 .5 1  

4 .7 3  

4 .8 3  

5 .0 0  

4 .8 5  

4 .8 1  

4 .7 7  

4 .7 0  

 

最大値 

6 .17  

6 .5 6  

6 .3 1  

6 .4 2  

5 .8 1  

6 .2 0  

7 .5 9  

6 .1 1  

6 .8 1  

6 .8 4  

6 .9 8  

7 .1 0  

6 .9 1  

4 .9 8  

6 .0 1  

7 .0 4  

5 .9 9  

6 .8 4  

7 .0 6  

8 .2 4  

5 .7 5  

6 .7 0  

6 .2 8  

6 .5 8  

7 .0 8  

7 .3 0  

5 .6 1  

6 .2 4  

6 .9 3  

7 .6 3  

6 .2 7  

7 .2 1  

7 .1 6  

6 .5 8  

 

最小値 

3 .94  

4 .0 8  

3 .9 2  

3 .8 0  

3 .9 4  

3 .6 8  

4 .1 5  

3 .8 4  

4 .1 6  

4 .0 1  

3 .4 4  

4 .1 1  

4 .0 0  

3 .9 0  

3 .7 5  

4 .0 0  

3 .9 5  

3 .6 9  

4 .0 3  

3 .9 7  

4 .3 3  

4 .0 1  

4 .1 0  

3 .9 6  

4 .0 0  

3 .5 3  

3 .9 1  

4 .1 5  

4 .3 3  

4 .0 5  

4 .1 0  

3 .9 3  

4 .2 9  

4 .0 7  

試料数 
 

31  

3 8  

4 2  

3 8  

4 1  

3 4  

3 3  

3 7  

4 3  

3 7  

3 8  

3 7  

4 0  

4 1  

4 5  

4 4  

3 9  

4 2  

3 4  

3 9  

4 2  

3 3  

4 1  

3 7  

4 3  

4 4  

1 8  

2 4  

2 5  

2 6  

2 3  

2 5  

2 3  

2 6  

降雨量 

mm 

1543  

1505  

2096  

1208  

2842  

1152  

1251  

1217  

1807  

1451  

1833  

1313  

1404  

1131  

1156  

1881  

1170  

2400  

900  

1805  

1512  

1906  

1461  

1813  

1875  

1822  

664  

2000  

1799  

2518  

1632  

2032  

1852  

1818

備考 
 

11、12月採取不可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月より開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、3月採取不可 

 

 

5月より開始 

 

雨水pH

注）平均値は加重年平均値 
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表２　2001年度　月平均当量濃度 

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
3月26日 
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
9月3日 
10月2日 
11月5日 
12月3日 
1月7日 
2月4日 
3月4日 
3月26日 

 

終了  
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
9月3日 
10月1日 
11月5日 
12月3日 
1月7日 
2月4日 
3月4日 
4月1日 
4月1日 

測定
日数  
42  
28  
28  
28  
35  
28  
34  
28  
35  
28  
28  
28  
370 

降雨量
mm  
136  
123  
294  
115  
208  
141  
177  
46  
25  
55  
29  
55  

1,404 

 
pH 
 
4.2  
4.6  
4.7  
4.6  
4.5  
4.7  
4.4  
5.1  
4.7  
4.5  
4.4  
4.7  
4.5 

  
EC   
μS/cm 
42.9  
21.0  
9.6  
11.8  
21.0  
14.9  
25.3  
19.6  
26.2  
37.3  
39.5  
30.4  
21.3 

 
Cl- 
μeq/l 
17.3 
3.6 
2.3 
2.4 
14.8 
4.5 
28.1 
42.8 
71.3 
102.9 
50.0 
44.6 
18.2

 
NO3-  
μeq/l 
2.7 
1.2 
1.6 
0.7 
15.6 
10.6 
26.4 
26.0 
35.1 
52.5 
54.0 
39.4 
13.7

 
SO42- 
μeq/l 
0.7 
2.5 
0.4 
0.0 
21.7 
4.5 
45.3 
71.0 
56.5 
87.3 
129.6 
78.3 
22.2

 
Na+ 
μeq/l 
3.8 
2.3 
1.7 
1.9 
15.0 
13.1 
18.9 
30.9 
42.1 
55.8 
34.5 
28.0 
12.8

 
NH4+ 
μeq/l 
1.1 
0.7 
0.4 
0.6 
9.4 
9.9 
6.5 
7.7 
5.3 
8.0 
12.2 
11.4 
4.9

 
K+ 
μeq/l 
0.0 
0.0 
0.0 
0.0 
0.2 
0.1 
0.5 
1.5 
1.1 
0.9 
3.7 
1.7 
0.3

 
Mg2+ 
μeq/l 
1.6 
0.9 
0.3 
0.7 
3.6 
2.3 
4.7 
8.7 
7.7 
11.5 
9.5 
9.5 
3.2

 
Ca2+ 
μeq/l 
1.2 
0.9 
0.3 
0.7 
3.6 
2.3 
4.7 
8.7 
7.7 
11.5 
9.5 
9.5 
3.2

 
H+ 
μeq/l 
60.5 
27.8 
18.3 
23.5 
29.2 
18.8 
36.1 
8.8 
22.3 
33.0 
39.2 
18.7 
28.3

 
 

μeq/l 
0.2 
2.2 
0.2 
-0.2 
19.9 
3.0 
43.0 
67.3 
51.5 
80.6 
125.5 
75.0 
20.7

 
 
% 
33  
89  
50  
 

92  
66  
95  
95  
91  
92  
97  
96  
93 

 
 

μeq/l 
1.0 
0.8 
0.5 
0.5 
7.0 
5.5 
7.3 
18.7 
10.1 
23.3 
37.8 
32.4 
6.6

 
 
% 
86  
89  
88  
86  
92  
91  
90  
93  
85  
91  
96  
96  
92 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　濃　　度 
SO42-   Ca2+ 

大分市 

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
4月2日 
5月1日 
5月28日 
7月2日 
7月31日 
9月3日 
10月1日 
10月29日 
12月3日 
1月6日 
2月4日 
2月26日 
4月2日 

 

終了  
4月30日 
5月27日 
7月1日 
7月31日 
9月2日 
9月30日 
10月28日 
12月2日 
1月6日 
1月27日 
2月25日 
3月24日 
3月24日 

測定
日数  
28  
26  
34  
29  
33  
27  
27  
34  
34  
21  
21  
26  
356 

降雨量
mm  
38  
55  
485  
476  
197  
124  
159  
178  
19  
35  
20  
37  

1,822 

 
pH 
 
4.4  
4.5  
5.9  
4.3  
4.8  
4.4  
4.9  
5.1  
4.5  
5.2  
5.4  
5.2  
4.7 

  
EC   
μS/cm 
25.3 
20.4 
6.4 
17.0 
10.9 
21.6 
12.5 
13.5 
80.8 
25.7 
45.0 
16.1 
15.2

 
Cl- 
μeq/l 
39.1 
15.6 
7.8 
15.8 
70.5 
51.4 
46.2 
52.0 
360.3 
109.1 
198.6 
91.1 
37.6

 
NO3-  
μeq/l 
1.9 
0.4 
0.9 
4.3 
14.8 
5.2 
6.7 
9.5 
75.0 
24.8 
43.7 
14.6 
6.9

 
SO42- 
μeq/l 
39.5 
24.1 
5.0 
25.0 
53.9 
41.5 
32.8 
43.2 
203.3 
82.9 
145.8 
28.6 
31.0

 
Na+ 
μeq/l 
44.0 
17.6 
13.4 
13.3 
15.1 
14.1 
21.0 
30.5 
289.6 
80.2 
148.5 
26.3 
22.6

 
NH4+ 
μeq/l 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
92.2  
16.5 
22.5 
19.4 
47.5 
25.4 
14.0 
28.5 
16.7

 
K+ 
μeq/l 
0.3 
0.0 
0.0 
0.0 
2.0 
1.9 
1.8 
2.6 
15.0 
5.2 
25.7 
4.2 
1.4

 
Mg2+ 
μeq/l 
1.2 
0.8 
0.8 
0.8 
7.3 
5.8 
7.0 
9.8 
89.0 
29.2 
50.2 
16.3 
5.6

 
Ca2+ 
μeq/l 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
9.3 
10.8 
12.4 
21.3 
117.5 
46.5 
120.7 
49.2 
9.4

 
H+ 
μeq/l 
41.0 
29.2 
1.3 
47.9 
15.6 
37.9 
13.1 
8.1 
31.1 
6.6 
4.0 
6.8 
21.4

 
 

μeq/l 
34.2 
22.0 
3.4 
23.5 
52.1 
39.8 
30.3 
39.5 
168.9 
73.4 
128.1 
25.5 
28.3

 
 
% 
87  
91  
68  
94  
97  
96  
92  
92  
83  
88  
88  
89  
91 

 
 

μeq/l 
 
 
 
 

8.7 
10.2 
11.5 
20.0 
105.1 
43.1 
114.3 
48.0 
8.4

 
 
% 
 
 
 
 

93  
94  
93  
94  
89  
93  
95  
98  
90 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　濃　　度 
SO42-    Ca2+  

日田市 

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
3月26日 
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
8月27日 
10月9日 
11月5日 
12月3日 
12月26日 
2月4日 
3月4日 
3月26日 

 

終了  
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
8月27日 
10月9日 
11月5日 
12月3日 
12月26日 
2月4日 
3月4日 
4月1日 
4月1日 

測定
日数  
42  
28  
28  
28  
28  
43  
27  
28  
23  
40  
28  
28  
371 

降雨量
mm  
120 
58 
567 
313 
79 
177 
182 
91 
33 
54 
64 
80 

1,818

 
pH 
 
4.7  
4.7  
4.9  
4.6  
4.1  
4.9  
4.7  
4.5  
4.7  
4.7  
5.0  
5.0  
4.7 

  
EC   
μS/cm 
12.8  
11.0  
6.0  
11.9  
47.6  
12.1  
13.2  
20.8  
19.7  
43.6  
22.4  
21.9  
14.2 

 
Cl- 
μeq/l 
15.3 
7.9 
5.4 
3.9 
20.0 
15.1 
11.6 
30.7 
38.1 
32.9 
32.9 
43.3 
13.4

 
NO3-  
μeq/l 
29.0 
14.4 
4.8 
5.7 
30.5 
10.6 
4.7 
13.9 
23.5 
49.5 
26.2 
25.4 
12.3

 
SO42- 
μeq/l 
77.9 
33.7 
13.3 
32.9 
95.9 
32.8 
27.1 
52.1 
48.0 
78.2 
62.6 
73.1 
37.3

 
Na+ 
μeq/l 
23.8 
3.5 
4.3 
4.9 

109.4 
10.9 
30.5 
23.5 
18.0 
24.1 
22.3 
27.1 
17.0

 
NH4+ 
μeq/l 
30.4 
11.2 
2.9 
15.2 
26.8 
5.2 
0.3 
4.5 
7.6 
8.2 
10.8 
8.1 
8.9

 
K+ 
μeq/l 
1.6 
1.9 
0.0 
0.0 
0.6 
0.2 
0.7 
0.7 
1.1 
2.3 
1.7 
3.9 
0.6

 
Mg2+ 
μeq/l 
10.2 
2.8 
0.1 
0.2 
3.4 
3.9 
8.5 
6.1 
1.2 
15.9 
16.8 
9.5 
4.0

 
Ca2+ 
μeq/l 
27.4 
9.4 
1.4 
2.3 
9.1 
6.6 
9.9 
7.7 
6.6 
12.2 
21.3 
26.2 
7.7

 
H+ 
μeq/l 
19.6 
19.1 
11.8 
22.5 
82.1 
13.9 
19.9 
30.5 
19.9 
21.7 
11.2 
10.1 
19.7

 
 

μeq/l 
75.0 
33.2 
12.8 
32.3 
82.8 
31.5 
23.5 
49.3 
45.8 
75.4 
60.0 
69.9 
35.3

 
 
% 
96  
99  
96  
98  
86  
96  
87  
95  
96  
96  
96  
96  
95 

 
 

μeq/l 
26.4 
9.2 
1.2 
2.1 
4.4 
6.2 
8.6 
6.7 
5.8 
11.1 
20.3 
25.0 
7.0

 
 
% 
96  
98  
87  
91  
49  
93  
87  
87  
88  
91  
95  
96  
91 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　濃　　度 
SO42-   Ca2+ 

久住町 



｜ 81 ｜

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
3月26日 
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
9月3日 
10月2日 
11月5日 
12月3日 
1月7日 
2月4日 
3月4日 
3月26日 

 

終了  
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
9月3日 
10月1日 
11月5日 
12月3日 
1月7日 
2月4日 
3月4日 
4月1日 
4月1日 

測定
日数  
42  
28  
28  
28  
35  
28  
34  
28  
35  
28  
28  
28  
370 

降雨量
mm  
136  
123  
294  
115  
208  
141  
177  
46  
25  
55  
29  
55  

1,404 

 
pH 
 
4.2  
4.6  
4.7  
4.6  
4.5  
4.7  
4.4  
5.1  
4.7  
4.5  
4.4  
4.7  
4.5 

  
EC   
μS/cm 
42.9  
21.0  
9.6  
11.8  
21.0  
14.9  
25.3  
19.6  
26.2  
37.3  
39.5  
30.4  
21.3 

 
Cl- 
meq/m2 
2.3  
0.4  
0.7  
0.3  
3.4  
0.6  
5.0  
2.0  
1.8  
5.6  
1.4  
2.4  
26.0 

 
NO3-  
meq/m2 
0.4  
0.1  
0.5  
0.1  
3.6  
1.5  
4.7  
1.2  
0.9  
2.9  
1.6  
2.2  
19.5 

 
SO42- 
meq/m2 
0.1  
0.3  
0.1  
0.0  
5.0  
0.6  
8.0  
3.3  
1.4  
4.8  
3.7  
4.3  
31.6 

 
Na+ 
meq/m2 
0.5  
0.3  
0.5  
0.2  
3.4  
1.8  
3.3  
1.4  
1.1  
3.1  
1.0  
1.5  
18.2 

 
NH4+ 
meq/m2 
0.1  
0.1  
0.1  
0.1  
2.2  
1.4  
1.2  
0.4  
0.1  
0.4  
0.4  
0.6  
7.0 

 
K+ 

meq/m2 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
0.1  
0.1  
0.0  
0.0  
0.1  
0.1  
0.5 

 
Mg2+ 
meq/m2 
0.2  
0.1  
0.1  
0.1  
0.8  
0.3  
0.8  
0.4  
0.2  
0.6  
0.3  
0.5  
4.5 

 
Ca2+ 
meq/m2 
0.2  
0.1  
0.2  
0.1  
1.7  
0.9  
1.4  
0.9  
0.3  
1.4  
1.1  
1.8  
10.1 

 
H+ 
meq/m2 
8.2  
3.4  
5.4  
2.7  
6.7  
2.6  
6.4  
0.4  
0.6  
1.8  
1.1  
1.0  
40.4 

 
 

meq/m2 
0.0  
0.3  
0.1  
0.0  
4.6  
0.4  
7.6  
3.1  
1.3  
4.4  
3.6  
4.1  
29.5 

 
 
% 
33  
89  
50  
 

92  
66  
95  
95  
91  
92  
97  
96  
93 

 
 

meq/m2 
0.1  
0.1  
0.2  
0.1  
1.6  
0.8  
1.3  
0.9  
0.3  
1.3  
1.1  
1.8  
9.4 

 
 
% 
86  
89  
88  
86  
92  
91  
90  
93  
85  
91  
96  
96  
92 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　沈　　着　　量 
SO42-   Ca2+ 

大分市 

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
4月2日 
5月1日 
5月28日 
7月2日 
7月31日 
9月3日 
10月1日 
10月29日 
12月3日 
1月6日 
2月4日 
2月26日 
4月2日 

 

終了  
4月30日 
5月27日 
7月1日 
7月31日 
9月2日 
9月30日 
10月28日 
12月2日 
1月6日 
1月27日 
2月25日 
3月24日 
3月24日 

測定
日数  
28  
26  
34  
29  
33  
27  
27  
34  
34  
21  
21  
26  
356 

降雨量
mm  
38  
55  
485  
476  
197  
124  
159  
178  
19  
35  
20  
37  

1,822 

 
pH 
 
4.4  
4.5  
5.9  
4.3  
4.8  
4.4  
4.9  
5.1  
4.5  
5.2  
5.4  
5.2  
4.7 

  
EC   
μS/cm 
25.3  
13.9  
6.4  
17.3  
14.3  
21.6  
12.5  
13.5  
80.8  
25.7  
45.0  
16.1  
15.2 

 
Cl- 
meq/m2 
1.5  
0.9  
3.8  
7.5  
13.9  
6.4  
7.3  
9.2  
6.9  
3.9  
3.9  
3.4  
68.5 

 
NO3-  
meq/m2 
0.1  
0.0  
0.5  
2.1  
2.9  
0.6  
1.1  
1.7  
1.4  
0.9  
0.9  
0.5  
12.6 

 
SO42- 
meq/m2 
1.5  
1.3  
2.4  
11.9  
10.6  
5.1  
5.2  
7.7  
3.9  
2.9  
2.9  
1.1  
56.6 

 
Na+ 
meq/m2 
1.7  
1.0  
6.5  
6.3  
3.0  
1.7  
3.3  
5.4  
5.6  
2.8  
2.9  
1.0  
41.2 

 
NH4+ 
meq/m2 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
18.2  
2.0  
3.6  
3.4  
0.9  
0.9  
0.3  
1.1  
30.4 

 
K+ 

meq/m2 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
0.4  
0.2  
0.3  
0.5  
0.3  
0.2  
0.5  
0.2  
2.5 

 
Mg2+ 
meq/m2 
0.0  
0.0  
0.4  
0.4  
1.4  
0.7  
1.1  
1.7  
1.7  
1.0  
1.0  
0.6  
10.2 

 
Ca2+ 
meq/m2 
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
1.8  
1.3  
2.0  
3.8  
2.3  
1.6  
2.4  
1.8  
17.0 

 
H+ 
meq/m2 
1.5  
1.6  
0.6  
22.8  
3.1  
4.7  
2.1  
1.4  
0.6  
0.2  
0.1  
0.3  
39.0 

 
 

meq/m2 
1.3  
1.2  
1.6  
11.2  
10.3  
4.9  
4.8  
7.0  
3.2  
2.6  
2.5  
0.9  
51.7 

 
 
% 
87  
91  
68  
94  
97  
96  
92  
92  
83  
88  
88  
89  
91 

 
 

meq/m2 
-0.1  
0.0  
-0.3  
-0.3  
1.7  
1.3  
1.8  
3.6  
2.0  
1.5  
2.3  
1.8  
15.3 

 
 
% 
 
 
 
 

93  
94  
93  
94  
89  
93  
95  
98  
90 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　沈　　着　　量 
SO42-   Ca2+ 

日田市 

  
 
 

4月 
 5月 
 6月 
 7月 
 8月 
 9月 
 10月 
 11月 
 12月 
 1月 
 2月 
 3月 
年間値 

 

開始  
3月26日 
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
8月27日 
10月9日 
11月5日 
12月3日 
12月26日 
2月4日 
3月4日 
3月26日 

 

終了  
5月7日 
6月4日 
7月2日 
7月30日 
8月27日 
10月9日 
11月5日 
12月3日 
12月26日 
2月4日 
3月4日 
4月1日 
4月1日 

測定
日数  
42  
28  
28  
28  
28  
43  
27  
28  
23  
40  
28  
28  
371 

降雨量
mm  
120 
58 
567 
313 
79 
177 
182 
91 
33 
54 
64 
80 

1,818

 
pH 
 
4.7  
4.7  
4.9  
4.6  
4.1  
4.9  
4.7  
4.5  
4.7  
4.7  
5.0  
5.0  
4.7 

  
EC   
μS/cm 
12.8  
11.0  
6.0  
11.9  
47.6  
12.1  
13.2  
20.8  
19.7  
43.6  
22.4  
21.9  
14.2 

 
Cl- 
meq/m2 
1.8  
0.5  
3.0  
1.2  
1.6  
2.7  
2.1  
2.8  
1.3  
1.8  
2.1  
3.4  
24.3 

 
NO3-  
meq/m2 
3.5  
0.8  
2.7  
1.8  
2.4  
1.9  
0.9  
1.3  
0.8  
2.7  
1.7  
2.0  
22.4 

 
SO42- 
meq/m2 
9.4  
2.0  
7.5  
10.3  
7.6  
5.8  
4.9  
4.7  
1.6  
4.3  
4.0  
5.8  
67.9 

 
Na+ 
meq/m2 
2.9  
0.2  
2.5  
1.5  
8.7  
1.9  
5.6  
2.1  
0.6  
1.3  
1.4  
2.2  
30.8 

 
NH4+ 
meq/m2 
3.6  
0.6  
1.7  
4.7  
2.1  
0.9  
0.1  
0.4  
0.3  
0.4  
0.7  
0.6  
16.3 

 
K+ 

meq/m2 
0.2  
0.1  
0.0  
0.0  
0.0  
0.0  
0.1  
0.1  
0.0  
0.1  
0.1  
0.3  
1.2 

 
Mg2+ 
meq/m2 
1.3  
0.2  
0.0  
0.1  
0.3  
0.7  
1.5  
0.6  
0.0  
0.9  
1.1  
0.8  
7.4 

 
Ca2+ 
meq/m2 
3.3  
0.5  
0.8  
0.7  
0.7  
1.2  
1.8  
0.7  
0.2  
0.7  
1.4  
2.1  
14.1 

 
H+ 
meq/m2 
2.4  
1.1  
6.7  
7.0  
6.5  
2.5  
3.6  
2.8  
0.7  
1.2  
0.7  
0.8  
35.9 

 
 

meq/m2 
9.0  
1.9  
7.2  
10.1  
6.6  
5.6  
4.3  
4.5  
1.5  
4.1  
3.8  
5.6  
64.2 

 
 
% 
96  
99  
96  
98  
86  
96  
87  
95  
96  
96  
96  
96  
95 

 
 

meq/m2 
3.2  
0.5  
0.7  
0.6  
0.4  
1.1  
1.6  
0.6  
0.2  
0.6  
1.3  
2.0  
12.7 

 
 
% 
96  
98  
87  
91  
49  
93  
87  
87  
88  
91  
95  
96  
91 

測定期間  非海塩成分量 成　　分　　沈　　着　　量 
SO42-   Ca2+ 

久住町 

表３　2001年度　月降下量 
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